
この質疑応答集は、2025年５月15日（木）に発表した2025年３月期通期決算に関して、当社で想

定していました質問並びに発表以降に株主・投資家などの方々からいただいたお問合せ内容をまと

めましたので以下の通りお知らせいたします。なお、ご理解いただきやすいよう、一部内容の加

筆・修正を行っております。
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質問１
25年３月期は売上高が前期比＋22.8％の増収でした。継続的な成長を達成
できている背景や理由について、どのように考えていますか。

回答１ DXニーズの継続的な拡大に加え、25年３月期は引き続き営業人員の採用を
進めたことで、案件の受注機会が増加しました。
また、案件のマッチング率に影響する「アカウント数」が計画を大きく上
回るペースで増加したことも、新規案件の受注に繋がっています。
これまでに行ってきた人材投資をはじめとする成長投資の効果が表れてい
るものと考えており、引き続き積極的な成長投資を実施しつつ、事業拡大
を目指してまいります。
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質問２
26年３月期の予想について、売上高は引き続き高い成長率を維持する見込
みですが、利益については25年３月期とほぼ同水準にとどまります。理由
について教えてください。

回答２ 26年３月期は、堅調なDXニーズや営業人員およびアカウント数の増加によ
り、増収を計画しています。売上高の増加に伴い粗利は増加する見込みで
すが、26年３月期は引き続き積極的な成長投資を実施する計画であること
から、営業利益以下の各段階利益においては大きな増加を見込んでおりま
せん。
増収によって増加した分の利益については、重点的に成長投資へ投下する
ことで、さらなる業容拡大を目指してまいります。

質問３
25年３月期に実施した子会社の設立とM&Aについて、今後の業績にどの程
度の影響を見込んでいますか。

回答３ 子会社BTMAIZについては、25年３月期においては４Qのみの連結業績への
影響となっていますが、すでにAI関連案件の引き合いも増加しており、26
年３月期は通期での業績への寄与を見込んでおります。
Laniakea社については、AI領域の技術力強化等を目的にM&Aを実施し、
2025年５月１日付でSES事業を譲受けております。具体的な影響につきま
しては現在精査中ですが、こちらも26年３月期以降、中長期的な事業成長
や業績向上に資することを見込んでいます。
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以上

＜参考資料＞
2025年３月期決算説明資料（事業計画及び成長可能性に関する事項）
株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更に関するお知らせ
BTM Laniakea 株式会社の事業を譲り受け、AI 領域の技術力を強化

質問４ 人材投資とは具体的にどういった内容を予定していますか。

回答４ 人材投資としては、主に以下の３つを重点的に実施していくことを計画し
ています。
①自社エンジニアの増員を目的とした昇給
②事業拡大に向けた幹部人材・営業・エンジニアの増員
③営業体制を強化するためのコンサルの活用
特に、営業人員については、25年３月期に計画を上回る増員を達成できた
ことが安定した売上成長に繋がっていると考えており、26年３月期も引き
続き営業人員の増員に努めるほか、25年３月期に未達だった自社エンジニ
アの増員計画についても達成を目指し、投資を継続してまいります。

質問５ 株式分割実施の理由について教えてください。

回答５ 当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げることで、当社株式に投資し
やすい環境を整え、当社株式の流動性の向上と、当社の経営理念や今後の
成長戦略に共感いただける投資家層の更なる拡大を図ることを目的として
実施いたしました。

https://pdf.irpocket.com/C5247/vAfC/Zf5f/hLKk.pdf
https://pdf.irpocket.com/C5247/A7NF/uHqM/FDBK.pdf
https://pdf.irpocket.com/C5247/KHnJ/dY71/GXZ5.pdf
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